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第８回　日本建築学会近畿支部建築史部会研究会第８回　日本建築学会近畿支部建築史部会研究会

主催　日本建築学会近畿支部建築史部会

後援　日本建築学会建築歴史・意匠委員会日本建築史小委員会

日時　2022 年 12 月 3 日（土）13:30 ～ 16:30（開場 13 時）

会場　大阪科学技術センター 404 号室

        　　　　大阪市西区靭本町 1-8-4

定員　90 名（先着順）

参加費　無料

お申込み 準備の都合上、11月25日までに近畿支部ウェブサイトから

　　　　　　お申込みください。

　　　　　　　http://kinki.aij.or.jp/activity/history/index.html

懇親会 研究会後、会場近辺にて開催（予算 5,000 円程度）

　　　　出欠をご連絡ください。

お問い合わせ　鈴木智大（奈良文化財研究所）

         　　 e-mail suzuki-t2c★nich.go.jp

　　　　　　　　（★を @に置き換えてください）
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近畿支部建築史部会

⽇本建築学会近畿⽀部建築史部会では、歴史的建造物が集中し、重層する近畿の特徴を活
かしながら、歴史的建造物とその背景にある社会や技術の解明を⽬的に研究活動を展開し、
継続的に公開研究会を開催しております。
今回は、⻘柳憲昌⽒のご著書に対する書評を通して、⽇本近代における「⽂化財」の創造と
維持の仕組み、そして現代の保存と創造について、議論したいと思います。

     書誌情報：⻘柳憲昌『⽇本近代の建築保存⽅法論―法隆寺昭和⼤修理と同時代の保存理念』
                              （中央公論美術出版、2019年12⽉）。

建築史家⼤岡實による法隆寺⾦堂復原案（1948）    試作復元された法隆寺⾦堂鴟尾（1954） 法隆寺五重塔五層⽬屋根構造復原図（慶⻑修理後）


